
平成1 5 年度静岡大学技術報告会参加報告

伊藤 篤 上野 素裕 工学部技術部

平成1 5 年度静岡大学工学部技術報告会が平成1 5 年1 2 月1 9 日( 金) に静岡大学浜松キャ ン パ ス佐鳴会

館で開催され
,
技術部からは伊藤篤 ,

上野素裕の 二名が参加した｡ 静岡大学とは平成1 3 年より相互に技術

発表会で の 交流を実施して いる｡ 静岡大学で は, 昨年まで の 名称は技術発表会であ っ たが
, 今年からは技

術報告会とな っ た｡ 今年は ,
1 1 月 に三 重大学で 開催された機器 ･ 分析技術研究会の ために三 重大学工学

部技術発表会が例年に較 べ 開催時期が遅れたことから, 2 日連続で双方の発 表会開催とな っ た｡

静岡大学技術報告会で は ,
口 頭発表 が1 1 件

,
研修報告が1 2 件であ J j た

｡
三 重大学と比較して 工学部

以外 の 全学の 技術組 織が連携して開催して いることと
,
技術発表 に加え研 修報告を行 っ て いることが特徴

で ある｡ 特に浜松キャ ン パ スと静岡キャ ン パ ス は距離が離れて いるの で , 実施もたい - んなようで ある｡ 研修

は
,
各学科のメン バ ー

が協力 , 連携してテ ー マ を設定し, 講習会形式で 実技をともな っ た技術習得を目的と

するもの である
｡
これは, 当技術部で実施して いるグル ー プを主体に開催して いる技術講習会に相当するが

,

そ の 報告は , 技術報告集で の み行われており, 静岡大学の例に倣 っ て技術報告会で 口頭発 表する機会を

設けることも良いと感じた｡

口頭発 表で は ,
｢ 技術部業務運 用 ･ 管理 シ ステ ム の 構築事例紹介｣ を発表した ｡

内容は, 三重大学工学

部技術部の 紹介と再組織化に向けてこれ まで検討され てきた業務体制の あり方, 専門別 の グル ー ピ ン グ
,

研究分野と技術部との 時間配分,
そしてこれらを実務面から支援する業務運用 ･ 管理シ ス テム の概要

, 仕組

み
,
シ ス テ ム構成

,
w e b 技術, デ

ー

タベ ー ス技術およびセ キュリティに つ い て紹介を行 っ た
｡
シ ス テ ムに求め

られる要件で は, ①業務依頼から完了 , 決裁まで の 全 工程の 手続きと情報を電 子化 し
,
業務依頼者 , 居 室

が分散して いる技術部メン バ ー

双 方の情報交換 ･ 共有をス ム ー ズに実現すること｡ ②業務に関わる全て の 情

報は ,
デ ー タ ベ ー ス 化 し部内で共有すること｡ ③サ ー ビス の利用は

, 利便性を損なわずに情報を保護し, ユ

ー ザの使用機器や o s などによらず w e b ブラウザをインタ ー

フ ェ ー ス に直感的に操作出来ること｡ ④シ ステ ム

の 運用と監視
,
メン テナ ン ス 性に優れ

, 現在運 用中の技術部w e b サ ー バ で安定に稼動すること｡ ⑤三重大

学情報セキ ュリティポリシ ー

を遵守すること｡ などがあげられる｡ これらの要件を踏まえた上 で, 本シ ステ ム の

開発と構築では , ①実現するサ ー ビスと手順の 明確化｡ ②デ ー

タ ベ
ー

ス の 設計
,
作成( E R モ デル , リレ ー シ

ョナ ル モ デル
, 制約 ,

正規化 ,
デ ー タ型 , イン デ ックス

,
ス キ

ー

マ 定義) ｡ ③サ
ー

バ の ハ ー ドウェ ア ,
ソフトウェ

ア の 選択, 設定｡ ④メ ニ ュ ー

, 入 力フ ォ
ー

ム , W e b 画 面 の 設計
,
作成

｡ ⑤フ ロ
ー

チ ャ
ー

ト
,
プ ログラム の 作成｡

⑥試験運用 ,
セキ ュリティチ ェ ック, バ グ ･ トラブル 出し

, 機能の 追加 および修正 , 最適化｡ ⑦本運用開始｡ ⑧

バ グ ･トラブル 対処 , 改良, 最適化｡ 以上 の 手順で進めており
,
現在は⑦の 本運用前にあることを紹介した｡

質疑( 休憩時間を含む) では , 組織, 業務体制
,
グ ル

ー

プ制 , 準備期間で の 作業の 進め方, 時間配 分,

シス テ ム
,
セ キ ュリテ ィに つ い て質問があ っ た｡ 専門別 に新たに組 織するグル ー プ で共同して 業務にあたる

ことに対して 賛成意見が聞 かれ た｡ 静岡大学工学部とは
,
組織体制と業務の 運用 ･ 管理 の在り方が異なるこ

とから, 今すぐこ のシ ステ ム に対して作り直すような点は見 いだせ なか っ たが
, 今後も技術交流を通じて情報

交換を進めて いくことが重要であると感じた｡
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